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今後の展望
　この数年、eスクールでは人材育成やワークショップに
関心を持つ学生が増えており、通学生も同様の傾向があり
ます。コラボレーションやリフレクションに関するテーマ
に重点を置きつつも、「テクノロジを用いた学習支援」と
いう軸も大切にしていきたいと思います。
　授業では、Steve Jobs氏や井深大氏の言葉を引用して、
締めています。同じよう本稿を締めさせていただきたいと
思います。「今後も、多くの皆さんのお力添えをいただき
ながら、『Connecting dots』が実現できるよう、また、『自
由闊達にして愉快なる理想の学習環境』を、少しでも実現
できるよう、前進していきたいと思います。」
